
令和７年度令和７年度
一般会計歳入

　令和７年度当初予算は、第六次毛呂山町総合振
興計画で掲げる町の将来像である「みんなでつく
る　住みやすいまち　住み続けたいまち　もろや
ま」の実現を目指し、最少の経費で最大の効果が
得られる予算編成としました。
　特に少子化対策、教育施策、健幸づくりのまち
推進施策の展開を目指すとともに、脱炭素化事業
や防災対策など町の課題解決に向けた取組に対し
て重点的な予算配分を行い、当初予算としては過
去最大規模となりました。
問合せ　役場企画財政課財政係☎295−2112 324

歳入 Ｒ７予算額 Ｒ６予算額 前年度比較
町税 3,842,081 3,655,134 186,947
町民税 1,720,850 1,664,709 56,141
固定資産税 1,664,507 1,540,143 124,364
都市計画税 110,803 107,989 2,814
その他の町税 345,921 342,293 3,628
国・県からの交付金 6,180,304 5,549,178 631,126
譲与税・交付金 3,763,548 3,666,164 97,384
国・県支出金 2,416,756 1,883,014 533,742
町債 685,900 608,100 77,800
使用料・負担金 109,399 122,188 △12,789
繰入金 684,453 636,977 47,476
繰越金 150,000 150,000 0
財産収入 8,806 8,106 700
寄附金 35,302 40,502 △5,200
諸収入 109,755 84,815 24,940

歳入合計 11,806,000 10,855,000 951,000

（単位：千円）

予算

町民税
（法人税を含む）

固定資産税 都市計画税 その他

54,004円 52,236円 3,477円 10,856円

※町税を人口31,865人で割ったもの（令和７年４月１日現在）

町民１人あたりの税負担 合計120,573円

▶

町税 町に納めていただく税金
個人町民税と法人町民税町民税
土地、家屋、償却資産を所有し
ている人に課税固定資産税

おもに市街化区域内に、土地、
家屋を所有している人に課税都市計画税

軽自動車税、町たばこ税その他の町税
国、県の財源から配分されるお
金

国・県からの
交付金

町の財政規模などに応じて譲
与、交付されるお金

譲与税・
　　　交付金

特定の目的のために国や県から
支出されるお金国・県支出金

町が銀行などから借り入れるお金町債
施設の使用料や特定のサービス
を受ける人が負担するお金

使用料・
　　　負担金

基金に積み立てていたものを取
り崩して使用するお金繰入金

決算上余ったお金で、前年度か
ら繰り越しさせるお金繰越金

町が所有する財産の貸付や用地
の運用、売払いによる収入財産収入

使途を特定しない一般寄附金と、
使途を限定した指定寄附金がある寄附金

他の収入科目に含まれない収入諸収入

毛呂山町の

予算
毛呂山町の

町税
38億4,208万円

（32.5%）
繰入金

6億8,445万円（5.8%）

繰越金
1億5,000万円（1.3%）

使用料及び手数料  
6,692万円（0.6%）
分担金及び負担金  
4,248万円（0.4%）

その他  1億5,386万円（1.3%）

地方交付税
25億9,500万円

（22.0%）

国庫支出金
15億5,244万円

（13.1%）

県支出金
8億6,432万円（7.3%）

町債
6億8,590万円（5.8%）

その他
11億6,855万円

（9.9%）

その他  4億268万円（3.5%）

　 　 　  

自
主
財
源

歳入
118 億

600万源
財
存
依
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▶

一般会計歳出令和７年度一般会計予算

118億600万円
（対前年度比９億5,100万円8.8％増加）

区分 当初予算等金額 前年比率 問合せ
国民健康保険特別会計 3,696,653千円 0.1% 住民課国保年金係
介護保険特別会計 3,254,319千円 4.2% 高齢者支援課介護保険係
後期高齢者医療特別会計 656,560千円 0.4% 高齢者支援課医療保険料係

農業集落排水
事業会計

収益的収入 43,174千円 6.6%

産業振興課農林係収益的支出 43,174千円 6.6%
資本的収入 15,344千円 △9.7%
資本的支出 19,993千円 △16.6%

水道事業会計

収益的収入 842,415千円 △1.0%

水道課業務係収益的支出 759,560千円 △1.4%
資本的収入 84,310千円 △18.8%
資本的支出 364,778千円 △22.4%

（単位：千円）
歳出 Ｒ７予算額 Ｒ６予算額 前年度比較

民生費 4,536,861 4,295,252 241,609
教育費 1,682,230 1,354,779 327,451
総務費 1,561,826 1,376,753 185,073
公債費 1,008,540 1,002,015 6,525
衛生費 926,818 843,988 82,830
土木費 835,797 774,259 61,538
消防費 717,098 620,384 96,714
農林水産業費 134,149 127,006 7,143
その他 402,681 460,564 △57,883

歳出合計 11,806,000 10,855,000 951,000

令和７年度　毛呂山町の予算

　町の収入（歳入）は、町税など町が自ら確保することができ
る『自主財源』と、地方交付税や国・県の支出金など、他の財
源に頼る『依存財源』に分けられます。令和７年度は、『自主
財源』のうち、町税が企業誘致の成果などにより約１億8,700
万円、5.1％増加しました。また、『依存財源』のうち、国庫
支出金が約４億7,100万円、43.5％増加しています。
　歳出では、民生費が児童手当の増額などにより約２億4,200
万円、5.6％の増加、また教育費では、総合公園体育館空調設
備設置及び照明ＬＥＤ化工事の皆

かい

増
ぞう

などにより、約３億2,700
万円、24.2％増加しました。全体では、前年度より９億5,100
万円、8.8％増加し、予算規模は118億600万円となりました。

特別会計の概要

　毛呂山町には、一般会計のほかに、３
つの特別会計と２つの企業会計がありま
す。これらは、決められた事業を行うた
めの会計です。
　保険料や使用料など、特定の収入でま
かなわれ、一般会計とは独立した経理会
計が行われています。

民生費 子どもや高齢者、障害者など
の福祉や医療助成などに使う
お金

全般的な管理事務、徴税、戸
籍、選挙、統計や地域づくり
に使うお金

総務費

小・中学校の維持管理や給食
など、教育全般に使うお金

教育費

町が借り入れたお金の返済金公債費
健康増進、疾病予防、公衆衛生、
ごみの収集などに使うお金

衛生費

道路、公園などの建設、整備、
維持管理に使うお金

土木費

災害対策や防災などの安全対
策に使うお金

消防費

農林水産業の振興や農道整備
などに使うお金

農林水
産業費

議会運営、労働、商工業など
に使うお金

その他

民生費 教育費 総務費 公債費 衛生費

142,378円 52,793円 49,014円 31,650円 29,086円

土木費 消防費 農林水産業費 その他

26,229円 22,504円 4,210円 12,637円

歳出を町民１人あたりに換算すると…
合計370,501円

歳出
118 億

600万

民生費
45億3,686万円

（38.4%）

教育費
16億8,223万円

（14.2%）

総務費
15億6,182万円

（13.2%）

公債費
10億854万円（8.5%）

衛生費
9億2,682万円（7.9%）

土木費
8億3,580万円（7.1%）

消防費
7億1,710万円（6.1%）

農林水産業費
1億3,415万円（1.1%）

その他  4億268万円（3.5%）

※歳出総額を人

口31,865人で割

ったもの

（令和７年４月

１日現在）
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令和７年度　毛呂山町の予算令和７年度　毛呂山町の予算

主要事業の紹介主要事業の紹介
　第六次毛呂山町総合振興計画前期基本計画では、今後５年間で町が重点的に推進する取組として「少子化対策プ
ロジェクト」「未来を担う子ども育成プロジェクト」「健幸づくりプロジェクト」という３つのリーディングプロジ
ェクトを設定しています。このリーディングプロジェクトに基づく事業を中心に、令和７年度の主要事業を紹介し
ます。※青字は令和７年度新規事業です。

新たに第２子保育料無償化事業を開始するほか、小中学校給食費無償化事業などにより子育て世帯の経済的負担の
軽減を図ります。また、新婚世帯への家賃等の補助を行う結婚新生活支援事業や定住促進補助事業など、若い世代
の希望を叶え、安心して子育てができるまちづくりを進めます。

子どもたちの基礎学力向上を目指し、民間教育事業者による学習教室である小学生ステップアップ教室や小中学校
へのＡＩドリル導入を行います。また、町立中学校への修学旅行費補助事業、中学生海外留学事業、小学生を友情
都市である宮崎県木城町に派遣する国内交流事業など多様な経験や学びにより、子どもたちの可能性を広げます。

健幸づくりのまち宣言の実現を目指し、気軽に楽しみながらウォーキングを行うことができるよう、新たにゆずの
里健幸ウォーク事業や町内健幸ウォーキング事業を実施します。また、埼玉医科大学グループとの連携による健幸
ウォーキング事業や脳の健康セルフチェック事業など、住民の皆さんが住み慣れた地域でいきいきと暮らせるまち
を目指します。

リーディングプロジェクトのほか、以下の事業を実施します。

少子化対策プロジェクト

未来を担う子ども育成プロジェクト

健幸づくりプロジェクト

令和７年度実施

・第２子保育料無償化事業
・小中学校給食費無償化事業
・保育所等給食費無償化事業
・特別支援学校給食費補助事業

1,557万1千円
9,596万9千円
2,468万1千円

120万8千円

・未来応援奨学金返還支援事業
・結婚新生活支援事業
・定住促進補助事業
・都市公園遊具等整備事業（前久保中央公園）

689万1千円
150万円
700万円

533万2千円

・小学生ステップアップ教室
・ＡＩドリル活用事業
・ＧＩＧＡスクール端末整備事業
・小中学校英語検定受験料補助金

2,257万8千円
404万8千円

4,114万9千円
63万9千円

・町立中学校修学旅行費補助事業
・中学生海外留学事業
・国内交流事業（宮崎県木城町への派遣）
・外国語指導助手配置事業委託料

1,421万円
619万円

158万6千円
1,034万9千円

・ゆずの里健幸ウォーク事業
・町内健幸ウォーキング事業

250万円
98万1千円

・健幸ウォーキング事業
・脳の健康セルフチェック事業

323万8千円
57万2千円

・総合公園体育館空調設備設置事業
・中央公民館講堂空調設備設置事業
・公共施設照明ＬＥＤ化事業
・町道整備事業
・防犯灯整備事業
・住宅用防犯対策補助事業

2億98万円
5,547万5千円
2億33万3千円
8,050万9千円
2,413万7千円

50万円

・毛呂山町コミュニティバス運行事業
・川角駅周辺地区整備事業
・地域コミュニティづくり補助金
・コミュニティ施設特別整備事業補助金
・企業誘致促進条例奨励金
・史跡鎌倉街道上道公有化事業

4,810万4千円
9,417万2千円

 200万円
448万1千円

1億3,388万6千円
 1億6,183万3千円

主要事業の紹介
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